
 

 

               

                              

                                 

   

 

  

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

  

 

 

 

 

  

 

 

日 曜日 予   定 

１ 土  

２ 日  

３ 月 衣替え 

４ 火 ①キッズサッカー（年長組） 

５ 水  

６ 木 
身体測定(年少組・年中組・年長組)  
誕生会（満３歳） 

７ 金  

８ 土  

９ 日  

10 月  

11 火  

12 水 みどりの広場開始  職員会 

13 木 誕生会（年長組）身体測定(2歳児) 

14 金  

15 土 ベルマーク整理（担当：年長学級係） 

16 日  

17 月  

18 火 ②キッズサッカー（年長組） 

19 水 
みどりの広場 

第六学区高齢者との交流会（年長組） 

20 木 誕生会（年中組） 避難訓練（2歳児） 

21 金 誕生会（年少組） 

22 土 フリーマーケット ※家庭保育のお願い 

23 日  

24 月  

25 火 プール開き 

26 水  

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

☆ ３日（月）衣替え（年少～年長） 

園児服は着用しません。名札を付けて 

白い通園帽子で登園しましょう。 

＊衣替えに伴い、３１日（金）に着替え袋を

持ち帰りますので、季節に合った衣服に入

れ替え６月３日（月）に持たせて下さい。

よろしくお願いします。 

 

 

令和６年６月みどり幼稚園 

≪６月の予定≫ 

◇ ２日（火）・３日（水）保育参観 

２日（火）～８日（月）個人面談（全員対象） 

◇2３日（火）終業式   

◇24 日（水）～8 月 2２日（木）まで夏季休業 

※夏休み中の預かり保育については後日お知

らせします 

 

 
《 せいかつ 》 
汗をかいたり汚れたりした時は、進んで着替えを 

しましょう。 
 
《 仲よしあそび 》 
・様々な素材に触れて、存分に遊びを楽しむ。 

（砂、泥、絵の具、泡、水遊びなど） 

・栽培物の生長や梅雨期の小動物に親しみを持つ。 

（トマト、きゅうり、なす、ピーマン／かたつむり、カエルなど） 

 

今 月 の 保 育 内 容 

実家庭配付 

《  経験内容  》 

７月の主な予定 

 

 

お知らせ 

満 3 歳児  
・教師と一緒に水や砂、泥や泡などの感触を楽しみながら遊ぶ。   

・梅雨の自然物や小動物に興味を持ったり季節の歌を歌ったりして楽しむ。 

年 少 組 

・衣服の着脱の仕方が分かり、自分でしようとする。 

・遊びに必要な言葉を覚え、友だちに伝えながら楽しく遊ぶ。（いれて、いいよ、次かしてなど） 

・梅雨の自然物や身近な小動物に触れたり、季節の歌や制作を楽しんだりする。 

年 中 組 
・いろいろな素材や用具に興味を持ち、自分で選んだり使ったりして遊ぶ。 

・自分の思いを伝えたり、友だちの思いにも気づいたりしながら遊ぶ。 

年 長 組 

・友だちと考えを出し合って試したり工夫したりして遊ぶ。 

・小動物や野菜の生長に興味や関心を持ち、進んで世話をしながら観察したり調べた

りする。 

 

毎日の園内の遊びでも、自作のバスにみんなで乗ってお出かけして、思い思いにイメージ

した手作りお弁当を見せ合って食べるなど、遠足をとても楽しみにしていた子どもたち。そ

の願いが通じたのか、天気も尻上がりに回復する中で、各年次の親子遠足がおこなわれまし

た。保護者の皆様からは、お忙しい中参加いただきありがとうございました。コロナ禍後の

園行事を見直す中で、親子遠足は大事にしたいという思いから、今回のような形で復活させ

ていただきました。発達段階に合った行先や雨天時の変更先など、職員が様々なアイディア

を出し合いながら企画しました。そして当日に、子どもたちの嬉しそうな表情、微笑ましい

親子でのやりとり、そして何より集まった保護者の皆さんが交流されている姿を見て、大変

うれしく感じました。これからも改善を加えながらより楽しく思い出に残る行事にしていき

たいと思っています。 

 ところで、この親子遠足に向けて、日々の遊びを創る中で様々な学びを積み重ねた子ども

たちの様子は、各クラスのおたよりでもお知らせしてきたとおりです。今年度のおたよりは、

「子どもたちが夢中になって遊んでいる姿」が、子どもたちにとってどのような力の育みに

つながっているのかが伝わるような紙面づくりに努めています。 

遊ぶことは「自分の問題を解決させ、感情を調整し、他者の視点から物事を見、違いを交

渉によって妥協に導き、他者と同じレベルでつながる方法などの力を育てます。このことは

学習が始まる小学校からは教えることは難しいことなのです」＊。 

 子どもたちが幼稚園に通うこの時期を大切に過ごしていきましょう。 

＊引用「遊びが学びに欠かせないわけ」Peter Gray（著）吉田新一郎（訳）築地書館 2022 

（文：園長 鈴木 郁生） 


